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12
月
定
例
会
の
概
要

12
月
定
例
会
の
概
要

主
な
単
行
議
案

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
内
容
・
事
業

令
和
２
年
度
特
別
会
計
・
企
業
会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

  令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

全
会
一
致
で
可
決 

　
12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
17
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
全
23
件
と
、
議
員
発
議
の
条
例
・
規
則
の
一
部
改

正
案
等
４
件
、
議
員
発
議
の
意
見
書
案
２
件
で
、
審
議
の

結
果
、
全
て
の
議
案
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
陳
情
は
３
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
と
し
、
９
月
定

例
会
で
継
続
審
査
と
し
て
い
た
請
願
１
件
は
、
引
き
続
き

継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
の
委
員
会
審
査
は
、
３
常

任
委
員
会
に
分
か
れ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
議
員
全
員

で
も
審
査
す
る
「
予
算
委
員
会
」
を
、
次
の
３
月
定
例
会

で
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
能
代
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
能
代
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改

正
し
ま
し
た

◆
能
代
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
一
部

改
正
し
ま
し
た

◆
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

◆
能
代
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

　
能
代
市
職
員
、
特
別
職
の
職
員
、
議
会
の
議
員
及
び

教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
０
・

05
月
分
引
き
下
げ
ま
し
た
。

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例

を
整
備
し
ま
し
た

　
個
人
等
が
市
に
提
出
す
る
申
請
等
に
お
け
る
押
印
に

つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
押
印
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
も
の
等
を
除
き
、
原
則
と
し
て
廃
止
し
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す

　
能
代
市
在
宅
障
害
者
支
援
施
設
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
及

び
能
代
市
農
林
漁
家
婦
人
活
動
促
進
施
設
（
杉
ホ
ー
ル

ひ
び
き
）
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
す
。

◆
能
代
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
す

　
能
代
市
二
ツ
井
・
荷
上
場
地
区
簡
易
水
道
事
業
を
能

代
市
水
道
事
業
へ
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
給
水
区
域

の
追
加
等
を
し
ま
す
。

　
補
正
予
算
（
第
11
号
）
は
２
億
９
３
３
２
万
８
０
０
０

円
を
、
（
第
12
号
）
は
１
２
４
６
万
９
０
０
０
円
を
、
そ

れ
ぞ
れ
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
５
９
億
５
４
４
６
万
９

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
費 

９
５
５
２
万
７
０
０
０
円

　
寄
附
金
の
増
加
に
伴
う
返
礼
品
調
達
費
及
び
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
利
用
料
等
を
追
加
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
積
立
金 

１
億
８
５
０
０
万
円

　
寄
附
金
の
増
加
に
伴
い
、
積
立
金
を
追
加
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費
（
施
設
型
給
付
費
・
委

託
費
） 

３
５
６
２
万
３
０
０
０
円

　
保
育
所
機
能
の
利
用
人
数
増
加
に
伴
い
、
負
担
金
を

追
加
し
ま
す
。

◆
仮
設
診
療
所
運
営
費 

２
８
１
３
万
５
０
０
０
円

　
開
設
期
間
の
延
長
に
伴
い
運
営
費
を
追
加
し
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

 
１
２
４
６
万
９
０
０
０
円

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
等
に
、
１
世
帯
５
万
円
、

第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円
を
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
等
へ
再
支
給
し
ま
す
。

・
能
代
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
能
代
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
能
代
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

・
能
代
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
能
代
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
能
代
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

◆
令
和
２
年
度
能
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

 

３
４
７
５
万
２
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
す

る
、
農
業
機
械
・
設
備
等
の
導
入
支
援
に
係
る
県
補
助

金
の
決
定
に
伴
い
、
必
要
な
経
費
の
専
決
処
分
を
承
認

し
ま
し
た
。

◆
令
和
２
年
度
能
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

 

１
９
２
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
し

て
い
る
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

に
不
足
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
必
要
な
経
費
の
専
決
処

分
を
承
認
し
ま
し
た
。

二
ツ
井
の
未
来
を
語
る
会

　
12
月
１
日
（
火
曜
日
）
、
二
ツ
井
中
学
校
で
「
秋
田

か
ら
２
人
目
の
総
理
大
臣
を
目
指
そ
う
」
と
題
し
て
、

全
校
生
徒
参
加
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
ふ
る
さ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
い
て
、
二
ツ
井
地
区
在
住
の
市
議

会
議
員
４
名
を
招
請
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
様
子

を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
か
ら
の
絶
え
な
い
質
問

　
議
員
が
自
己

紹
介
、
能
代
市

議
会
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
後
、

生
徒
10
名
か
ら

次
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

・
市
議
会
議
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

・
議
員
に
な
っ
て
大
変
な
こ
と
は

・
能
代
火
力
発
電
所
の
在
り
方
は

・
議
員
同
士
の
意
見
が
合
わ
な
い
と
き
の
対
応
は

・
二
ツ
井
地
区
の
産
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

・
条
例
は
ど
ん
な
と
き
に
つ
く
ら
れ
る
の
か

・
議
員
に
な
る
人
は
ど
ん
な
人
が
適
正
か

・
何
党
に
所
属
し
て
い
る
か

・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
は

・
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
、
風
力
発
電
は
ど
う
活
用
さ

れ
て
い
く
か

・
臨
時
議
会
は
ど
ん
な
と
き
に
開
会
し
て
い
る
の
か

・
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
能
代
は
、
ど
ん
な
対
策
が

必
要
か

・
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
と
し
て
、
リ
モ
ー

　
ト
会
議
を
行
う
考

　
え
は

　
会
が
始
ま
る
ま
で
は
、
「
果
た
し
て
何
人
が
質
問
す

る
の
か
不
安
で
す
。
も
し
質
問
者
が
い
な
い
場
合
は
自

由
討
論
に
し
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
話
し
て
い
た
先
生
た

ち
の
不
安
は
一
掃
さ
れ
る
ほ
ど
、
質
問
は
絶
え
ず
、
時

間
い
っ
ぱ
い
ま
で
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
議
員
た
ち
は
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
・
意

見
に
、
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な
説
明
、
回
答
を
心
が

け
て
い
ま
し
た
。

　
議
会
の
一
般
質
問
で
議
員
が
取
り
上
げ
る
よ
う
な
内

容
の
質
問
も
数
多
く
見
ら
れ
、
議
員
た
ち
も
、
現
在
能

代
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
、
現
在

能
代
市
議
会
で
議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
取
り
組
み
、

議
員
自
ら
学
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
ま
し
た
。

「
能
代
市
で
暮
ら
し
た
い
」

　
集
会
が
終
わ
っ
た
後
、
校
長
先
生
か
ら
「
今
日
は
大

変
有
意
義
な
企
画
が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
が
こ
れ
ほ
ど

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
は
。
議
員
と
こ
ん
な
に
身
近
に

語
り
合
う
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
会
長
と
副
会
長
に
対
し
、
将
来
は
ど
こ

で
暮
ら
し
た
い
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
異
口
同
音
に

「
能
代
市
で
暮
ら
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
こ
と
に
は
、

い
さ
さ
か
の
驚
き
と
大
き
な
喜
び
を
覚
え
ま
し
た
。

行
く
行
く
は
こ
の
能
代
か
ら

　
現
在
の
中
学
生
は
、
３
〜
５
年
後
に
は
選
挙
権
を
持

ち
ま
す
。
少
し
で
も
政
治
に
興
味
を
持
ち
、
選
挙
で
一

票
を
投
じ
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
生
徒
の
中
か
ら
、
市
議
会
議
員
、
市
長
、

県
議
会
議
員
、
県
知
事
、
国
会
議
員
を
目
指
し
、
行
く

行
く
は
「
秋
田
か
ら
２
人
目
の
総
理
大
臣
を
」
こ
の
能

代
か
ら
、
と
願
う
次
第
で
し
た
。

取
材
：
伊
藤
洋
文
　
安
井
和
則

◆特集◆　秋田から２人目の総理大臣を目指そう


